
公共交通機関を利用しよう！

乗って守ろう公共交通！

ももっち、見て見て！

ティッシュもらっちゃった。

自家用車の普及や、少子化・高齢化の影響により、公共

交通機関の利用者数は、どんどん少なくなっています。

（千人）

岡山県での乗合バスの輸送人員の推移
（１年度あたりの延べ人数）

加えて、新型コロナウイルス感染症の流行による

外出自粛や、在宅勤務・リモートワークの普及も

公共交通機関の利用減少が加速する要因

となってしまっています。

それは

嫌だなあ。

実は、いま

地域の公共交通は

　　　大変な危機

　　　　にあるんだ。

合い言葉は

「乗って守ろう」だね。

私もこれからは

もっと乗るよ！

ええっ

公共交通機関を利用する人が減ると、

運賃収入も減ってしまうので、やむを得ず

減便や路線の廃止、運賃の値上げ

といった対応を取ることになってしまうんだ。

乗合バスだけでなく、ローカル鉄道、

定期航路、タクシーなども、利用者

が減少傾向にあるそうだよ。

公共交通機関は、利用しないと、

どんどん不便になっちゃうって

ことなんだね。いざって時に、

乗る便がないのは困るなあ。

普段は自家用車を使っている人も、

スケジュールに余裕があるときには

バスや鉄道を使うようにするとか、

みんなが少しずつ利用を増やすことで

地域の公共交通はもっと便利になるよ。

岡山県マスコット　ももっち うらっち

むむっ

「公共交通を利用しよう」

　　だって。何でだろ？
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昭和50年度

1億132万人

平成元年度

5,799万人

令和元年度

2,866万人


